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１１．．研研究究背背景景

学校現場では、「主体的・対話的で深い学び」をキーワードに授業改善が進められている。

しかし実際には、学習内容に興味・関心が持てない、自己との関連付けができない、あるいは

すぐに諦めてしまうといった理由で主体的に学べていない子どもも多く存在する（平山2020）。
こうした現状は、実習校でも同様である。本校は大学附属の国立中学校で、生徒全員が選抜を

経て入学していることもあり、テストや成績に対する意識が非常に強いことが特徴である。ま

た、各教科の提出物が多く、通塾率も比較的高いことから、生徒の学習面での負担は大きい。

その結果、意欲を伴わない、義務的で効率重視の学習になっているように見受けられる。

英語教育においては、現在、生徒自身が学ぶ意味と自分の生活や社会とを主体的に結び付け、

積極的に言語活動に取り組み、学んだことを活用しながらコミュニケーションの資質・能力を

身に付けていくことが求められている（文科省, 2019）。そのため本校においても、生徒が学

ぶこと自体に興味を持ち、夢中になって取り組めるような授業を展開することで、一人ひとり

の主体性を高め、義務的な学びからの脱却を図ることが必要であると考えた。

本研究では、「学習者が活動に積極的に参加・関与し、夢中になって取り組んでいる状態」

（Mercer & Dörnyei, 2020 鈴木・和田訳 2022）を指す「学習者エンゲージメント」という概

念に着目し、生徒が主体的に取り組めるような学習活動を検討する。

２２．．実実践践課課題題研研究究ⅠⅠ

実践課題研究Ⅰでは、各教科等の観察と質問紙調査を行い、実習校の課題を明確化した。

まず、1学期は教員の振る舞いに注目した観察を行い、エンゲージメントの土台となる心理的
安全性を高めるような言動をどの程度行っているのかを分析した。その結果、観察を行った全

教員に、生徒の心理的安全性を高めるような、親しみやすい存在としての振る舞いがみられた。

2学期は、エンゲージメントのもう一つの土台となる「促進的マインドセット（自分ならでき

るという前向きな捉え方）」と、生徒の積極的な参加を阻害し得る学習不安に対して、授業者

がどのような工夫をしているかに注目した。結果として、観察を行った英語科の教員には、生

徒に自己決定させる機会を与え、自分事として取り組めるようにする工夫や、学びのユニバー

サルデザインの視点から、誰もが安心して学びやすい授業環境を整える工夫などがみられた。
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